
自主防災組織 地区防災計画（例）

基本情報

（１）計画対象地区

笠岡市 地区の住民（ 年 月 日現在）

・世帯数 世帯

・人口 人 （男 人， 女 人）

→うち災害時要配慮者（高齢者，障がい者，病弱者，乳幼児，妊婦，外国人等）

人 （男 人， 女 人）

（２）地区の特性

○地域的な特性

一人暮らしの高齢者が多い，古くからある家が立ち並んでいる，新興住宅ができて

付き合いができていない世帯がある など

○地形的な特性

（ハザードマップの浸水想定，用水路，過去に土砂災害が起きた山があるなど）

計画内容

①危険箇所の把握

○用水路，土砂災害の可能性がある山，倒壊の危険性がある建物などを地区で把握

する。

（別紙１のようにマップにまとめるなど）

②連絡網の整備【別紙２】

○避難情報など緊急時の連絡体制を整える。

○緊急時，避難所等で安否確認に活用するため名簿を整備する。

○平常時の見守りや災害時の支援に活用するため，高齢者や支援が必要な人などの

情報を名簿にまとめる。

③避難先（小学校，公民館等）

○洪水時・・ ，

○地震時・・・ ，

○緊急時集合場所・・・ ，

※簡素版



！注意！

土石流災害警戒区域の土砂災害に注意

急傾斜警戒区域のがけ崩れに注意

用水路（大）増水時にはあふれる危険がある

用水路（大）途中のグレーチングから噴き出す危険がある

用水路（小）念のため、付近を歩くときは注意する

ブロック塀の倒壊に注意する

一時集合場所

水害時 公会堂、 神社

地震時 公会堂、 公園、 駐車場

用水路（大）
!注意!

★★公会堂
一時集合場所・備蓄場所

グレーチング
!注意!

グレーチング
!注意!

用水路（小）
!注意!

消防団機庫

★★公園
一時集合場所

★★神社
一時集合場所

土石流警戒区域
!注意!

急傾斜警戒区域
!注意!

消火栓

消火栓

消火栓

ブロック塀
!注意!

ブロック塀
!注意!

ブロック塀
!注意!

★★駐車場
一時集合場所

別紙１



★★地区　組織体制・連絡網
会長

Ⅰ

副会長

Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

Ⅰ Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

情報伝達は「大きな声で」「ゆっくりと」「正確に」 太枠は避難するとき支援が必要な人 避難情報の伝達時には避難行動Ⅰ～Ⅳのいずれをとるか必ず伝える

適宜メモを取る Ⅰ集合場所～避難所に避難　Ⅱ自宅の２階に避難　Ⅲ親戚の家に避難　Ⅳかかりつけの病院または施設に入る

最後の人は班長に連絡 最後の人は班長に誰がどの避難行動をとるか伝える
連絡が取れない場合は次の人に連絡をする（連絡が取れなかったことも伝える）

をを　をを
世帯　４人

１班
９世帯１９人

２班
９世帯２６人

３班
９世帯２１人

４班
９世帯３０人

５班
９世帯２４人

ろろ　ろろ
世帯　２人

へへ　へへ
世帯　２人
★支援者
親戚

やや　やや
世帯　３人

ゆゆ　ゆゆ
世帯　４人

わわ　わわ
世帯　４人

るる　るる
世帯　１人
★支援者
山田　一郎

ひひ　ひひ
世帯　１人
★支援者
親戚

めめ　めめ
世帯　３人

もも　もも
世帯　４人

れれ　れれ
世帯　５人

しし　しし
世帯　４人

すす　すす
世帯　１人
★支援者
ささ　ささ

とと　とと
世帯　２人

なな　なな
世帯　５人

ふふ　ふふ
世帯　５人

ここ　ここ
世帯　１人

ささ　ささ
世帯　３人

つつ　つつ
世帯　３人

てて　てて
世帯　１人
★支援者
ああ　ああ

はは　はは
世帯　１人
★支援者
ねね　ねね

らら　らら
世帯　２人

くく　くく
世帯　２人

けけ　けけ
世帯　１人

たた　たた
世帯　１人
★支援者
親戚

ちち　ちち
世帯　４人

ねね　ねね
世帯　１人

のの　のの
世帯　５人

みみ　みみ
世帯　１人
★支援者
親戚

むむ　むむ
世帯　５人

りり　りり
世帯　2人
★支援者
れれ　れれ

ええ　ええ
世帯　１人

かか　かか
世帯　１人
★支援者
山田　一郎

きき　きき
世帯　５人

せせ　せせ
世帯　４人

そそ　そそ
世帯　２人

にに　にに
世帯　１人
★支援者
親戚

ぬぬ　ぬぬ
世帯　２人

ほほ　ほほ
世帯　４人

まま　まま
世帯　４人

よよ　よよ
世帯　３人

うう　うう
世帯　２人

★★　★★
世帯　２人

佐藤　太郎
世帯　４人

ああ　ああ
世帯　４人

山田　一郎
世帯　１人

いい　いい
世帯　３人
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